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　「
日
本
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
タ
ウ
ン
・
鏡

野
」

　
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
懐
か
し
く
思
う
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
合
併
前
の
旧

鏡
野
町
が
、
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
六

年
度
ま
で
の
一
〇
年
間
の
町
づ
く
り
を
行

う
指
針
と
し
て
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀

に
向
け
て
策
定
し
た「
鏡
野
町
総
合
計
画
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　
こ
こ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
ペ
ス
タ

ロ
ッ
チ
」
と
は
、
ス
イ
ス
の
教
育
者
で
あ

り
社
会
事
業
家
で
あ
っ
た
Ｊ
・
Ｈ
ペ
ス
タ

ロ
ッ
チ
（
一
七
四
六
～
一
八
二
七
）
の
こ

と
で
、
彼
の
提
唱
す
る
「
頭
」（H

ead

：

科
学
性
、
合
理
性
）、「
心
」（H

eart

：
道

徳
性
、情
緒
性
、文
化
性
）、「
手
」（H

and

：

勤
労
、
健
康
性
）
の
調
和
的
発
達
を
目
標

と
す
る
教
育
理
論
（
３
Ｈ
理
論
）
を
「
地

域
づ
く
り
」
と
「
人
づ
く
り
」
に
生
か
そ

う
と
い
う
狙
い
の
下
で
採
用
さ
れ
ま
し

た
。

　「
日
本
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
タ
ウ
ン
」
の

フ
レ
ー
ズ
は
町
内
外
へ
大
々
的
に
ア
ピ
ー

ル
さ
れ
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
は

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
娘
」

が
選
考
会
に
よ
り
選
ば
れ
ま
し
た
。
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
３
Ｈ
理
論
を
三
色
で
シ

ン
ボ
ル
化
し
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
、
未
来
に

向
か
っ
て
飛
躍
す
る
鏡
野
の
人
と
町
を
表

現
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
八
月
二
十
七

日
か
ら
九
月
三
日
に
か
け
て
、
そ
の
名
が

冠
さ
れ
た
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
祭
」
が
開
催

さ
れ
、
開
会
記
念
式
典
に
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ

チ
が
活
躍
し
た
ス
イ
ス
の
イ
ヴ
ェ
ル
ド
ン

市
の
市
長
夫
妻
を
招
き
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
開
催
期
間
中
は
、
子
供
議
会
や

子
ど
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
産
業
ま
つ
り
な

ど
青
少
年
の
育
成
と
地
域
活
動
の
活
性
化

を
目
指
す
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
契
機
に
、
平
成
八
年
十
月

に
は
鏡
野
町
と
イ
ヴ
ェ
ル
ド
ン
市
が
友
好

憲
章
を
締
結
す
る
運
び
と
な
り
、
イ
ヴ
ェ

ル
ド
ン
市
内
で
行
わ
れ
た
式
典
に
は
同
市

の
オ
リ
ヴ
ィ
エ
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ケ
ル
ネ
ン

市
長
夫
妻
ら
八
名
、
鏡
野
町
か
ら
は
町
長

夫
妻
ら
一
〇
名
、
そ
し
て
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

日
本
政
府
代
表
部
か
ら
二
名
が
出
席
し
て

双
方
の
署
名
が
行
わ
れ
、
両
市
町
の
親
交

が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年
、
第

一
回
友
好
都
市
交
流
事
業
が
開
始
さ
れ
、

一
般
公
募
に
よ
り
参
加
し
た
町
民
ら
計
一

〇
名
が
イ
ヴ
ェ
ル
ド
ン
市
と
ス
イ
ス
の
主

要
都
市
を
六
日
間
の
行
程
で
訪
問
し
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
六
年
度
か
ら
始
め
ら
れ

た
「
か
が
み
の
っ
子
表
彰
」
事
業
は
平
成

八
年
度
か
ら
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
賞
」
と
名

を
替
え
実
施
さ
れ
ま
し
た
。（
現
在
は「
か

が
み
の
っ
子
表
彰
」
に
名
称
を
戻
し
て
い

ま
す
。）

　
さ
ら
に
ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
は
、
国
道

一
七
九
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
、
夢
広
場
・

雇
用
促
進
住
宅
の
建
設
、香
北
簡
易
水
道
・

大
町
発
電
所
の
稼
働
な
ど
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
町
を
挙
げ
て
の
取
組
は
、
高

い
評
価
を
得
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）

十
月
三
日
、
地
方
自
治
法
施
行
五
〇
周
年

記
念
式
典
に
お
い
て
地
域
振
興
部
門
の
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
役
場
南

側
に
完
成
し
た
図
書
館
・
博
物
館
・
ホ
ー

ル
を
併
設
し
た
総
合
文
化
施
設
は
「
ペ
ス

タ
ロ
ッ
チ
館
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
館

内
に
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
業
績
を
紹
介
し

た
展
示
室
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ル
ー
ム
」
も

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
日
本
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
タ
ウ
ン
」
の

フ
レ
ー
ズ
の
下
で
行
わ
れ
た
諸
々
の
事
業

も
、
今
は
過
去
の
歴
史
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
現
在
の
町
づ
く
り
の
根
底
に
は

今
で
も
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
教
育
理
念
が
息

づ
い
て
い
ま
す
。
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